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「輪の中心に入ろう！」
楽しく、やりがいを持って活動するには、
「輪の中心に入る」意識が大切！
運営メンバー全員が輪の中心の意識をもって、
楽しく活動しています。
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委員会横断型の
プロジェクト

コロナ禍で運営全体で集まる機会が少ない中、
委員会を越えて運営メンバー全員が「輪の中心」で
楽しく活動できないかとプロジェクトを立ち上げて活動しています。
生徒たちや学校、保護者の方の
お役に立てる活動ができればと取り組んでいます。
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多様な進路を見つけようプロジェクト
【目的】多様な将来の目標にあった職業やそのための進路選びのための情報提供

◆ 全生徒を対象に興味のある職業アンケート（任意）を実施。
人気のある職種を中心に16職種選定。

◆実際にそのお仕事をされている方に、お仕事の内容やなぜこのお仕事をされようと思っ
たかなどを5分程度でインタビュー。動画撮影して紹介ムービーを作成。

◆ 紹介ムービーを、黙食、個食している給食の時間に、週2回程度、1日1本ずつ配信。
11月から配信して1月中に終了予定。1本8分程度。シリーズ全16職種。
給食の時間を活用することで、別時間を割くことなく時間を有効活用できる。
集合して密になることなく、全校生徒が均等に職業や進路の情報を得ることができる。

プロジェクト①
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内容



プロジェクト①（アンケート結果による選定職種）
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職業名 職業名

① ホテリエ ⑨ 看護師

② キャビンアテンダント ⑩ パティシエ

③ パン職人 ⑪ カメラマン

④ 建築士 ⑫ 美容師

⑤ 保育士 ⑬ ケアマネージャー

⑥ グラフィックデザイナー ⑭ 動物飼育員

⑦ 弁護士 ⑮ 高校教諭

⑧ ネイリスト ⑯ プログラマー

※職種の変更の可能性あり



プロジェクト①（取材（質問）内容）
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質問内容

① ○○さまのご職業は、どのようなお仕事内容ですか？

② お仕事の1日の流れを教えてください。

③ このご職業になろうと思ったきっかけはどんなことですか？

④ いつからこのご職業になろうと思われましたか？

⑤ □□のお仕事の魅力はどんな所ですか？

⑥ お仕事にやりがいを感じるのはどんな時ですか？

⑦ このお仕事をする上で、大切にされていることは何ですか？

⑧ お仕事から学ばれたことはありますか？

⑨ 他になりたかったご職業はありますか？

⑩ このご職業に就くために、どのような勉強・経験や学校に行かれましたか？

⑪ このご職業をする上で、必要な資格はありますか？

⑫ ○○さまにとって、仕事とは？

⑬ このご職業を目指す生徒たちに一言お願いいたします。



プロジェクト①（紹介ムービー（ホテリエ））

プロジェクト案内 オープニングムービー 出演者紹介

仕事の様子 質問

進路情報 仕事とは？ エンドロール
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プロジェクト②
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棚原さんの味噌づくりオンライン講座
【目的】保護者向けに子育て支援及び親子の交流の機会の提供
昨年度、棚原さんに子育てに関してご講演いただき、ご好評いただきました。アンケー

トで受講希望のあった味噌づくりオンライン講座を企画。

・仕込みから完成までを撮影して、13中ホームページで動画配信予定。
・大豆を蒸す時間等を活用して、子育てに関するプチ質問会（５,６問）も撮影。

・自宅で空時間に受講でき、家族で味噌づくりなど親子の交流の機会の提供に寄与できる。
・コロナ禍での密を避けた行事系PTA活動の実施方法としての試み。
・集合型講座の場合、仕込みは事前に行うため作り方が一からはわからない、PTA会費負
担の材料費（平等性）や作った味噌の持ち帰りなどの課題も解消できる。

オンライン講座のメリット！

内容



プロジェクト③
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タイムカプセルプロジェクト
【目的】3年生への心を込めた卒業記念イベント

◆ 3年生に、3年後の自分にあてた手紙を書いてもらい、PTA室にて施錠保管。
手紙と一緒に宛名シールを書いてもらい、行事開催が近づいてきたらはがきで案内。

◆ 行事当日は、同窓会委員を中心に運営していただき、PTAは裏方でサポート。
・手紙の返却
・中学校生活ムービー（卒業アルバムDVDを活用予定）、先生からのビデオレターを上映
・歓談の時間を設けて、親交を深めてもらい、今後の同窓会等のきっかけにもしてもらう

◆ 開催は同窓会とのコラボ開催を検討。
⇒負担の少ない形で、継続的な開催ができるように企画していく。

内容



プロジェクト④
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ホームページ活用プロジェクト
【目的】13中ホームページ(HP)を活用したPTA関連の情報発信

現在は、PTAだより等の限定された掲載になっている。
⇒各種情報の発信
・各委員会の活動や案内等（制服のリユース案内、地域見守り隊情報、講座案内など）
・味噌づくり動画の配信などPTA全体の活動 など

案内プリントが生徒の鞄の奥底に埋もれて、保護者の方に伝わらないことも多々ある。
⇒保護者の方がHPを見ればPTAの情報がわかるように発信していく。

保護者の方のための情報の提供の場であり、
保護者の方が知りたいときに、もれなく情報を享受できる仕組みづくり。

課題①

内容

課題②



プロジェクト⑤
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マニュアル化プロジェクト
【目的】役員や各委員会の業務の見える化

◆ 役員や各委員会で一部マニュアルが存在しているが、
文書化されていない部分もある。
⇒内容の見直しや引継ぎの時にこんなことが聞けていれば助かった！
というような事項をマニュアルに反映。

⇒次年度の引継ぎを意識したマニュアル作り。

◆ 総会や入学式、体育大会など、年間行事に沿って、全体の活動もマニュアル化。
何をしないといけないか、担当は誰なのかなどを明確にすることで、漏れなくスムーズに
進めていけるように残していく。

私たちのためであり、次年度以降の方のためにもマニュアル化を進める。

内容
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最後に
プロジェクトごとに、Zoomでミーティングを行い、
いろんなアイデアを出し合ってワイワイ企画して
います。
運営メンバーがインタビュアーや動画出演もして、
メンバー全員が輪の中心で楽しく活動しています。


